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要因分析

■ 遮音壁に絡まっているツタを無理して（体重をかけて）、撤去しようとした

■ 注意力及び安全意識の低下により、足元やツタの状況の確認が不十分となった



■緊急安全大会での周知、確認等

 ①  遮音壁等、構造物に絡まっているツタ等を処理する際は、鎌等で切断できる範囲を対応し、
無理をして（体重をかけて）、撤去しようとしたしないことを作業員に周知、徹底
⇒遮音壁上部のツタは、後日に高所作業車等で対応する

 ② 同種作業において、注意力及び安全意識の低下発生によって、引き起される可能性のある
ヒューマンエラーを小集団活動にて確認、再認識
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